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木名瀬 信也
1.は じめに

短期大学設置基準は、第一章の趣旨の項に、 「実際的な専門職業に重

きを置 く大学教育を施 し」 と言 い、さらに「職業 に必須 な専門教育を授 ける

完成教育機 関であ り」 と続 けている。職業専門教育が短期大学に於 ける第

一 の目的な らば、英語英文科 はこれをcurriculumの 中で どのように具現

しているのか、そして専門科 目としての英語はどのように把 らえれ るべ き

であるのか。短期大学英語英文科におけるpracticalEnglishを 中心に考

えて見たい。私自身の周囲から考究の対象をとりあげる場合、これに関わ

りのあ る特定個人 を特 に批判の対象 としているのではないことを、先にお

断 りしておかねばならない。

2.実 用英語と教養英語幅

短期大学設置基準はまた、「良 き社会人を育成すること」を目的 とする

と唱い、厂一般教育 との密接な関連 において、……同時に大学教育の普及 と

成人教育の充実を目ざす新 しい使命 をもつ」 とその方向を明確に示 してい

る。設置基準の趣旨に盛 り込まれた内容は、二っに大別 され、英語英文科

においては・実用英語 と教養英語 とにそれぞれ対応 すると考えられる。 も

ちろん一般教育の中に含まれる外国語科目としての英語は、対象の範囲外とし

本論 においては触れないこととする。大学 における英語教材ないし教育内

容を、 このように実用英語 と教養英語 とに分 けることについては、当然の

ことなが ら問題があるが、一般的に受入れ られているものとして論を進め

ることにする。

教養英語は文学英語 と同一視されることもあり、英文学の鑑賞や研究

に関わ りを多 くもち、実用英語は非文学的科 目や教材を取 り扱 う際に研究
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対象 となることが多い。さらに角度を変 えてみると、教課、教材 を思想、感

情な どの内容面に焦点 を合せ ると、教養英語的側面が表面に現れ、英語の

用法 ・文法などその形式面 にスポットを当てると、実用英語的側面か浮 び

上 って来 ることが多い。旧制大学および四年制大学の英文科 においては・

大学英語即教養英語であると考えられるので、この視点に立っ と、教養英

語 の輪郭はかな り鮮明になって くる。しか し実用英語が英文科に顔 を現わ

すのは、短期大学においてであり、例外的にはJournalismを 専攻す る部

科においてであろう。大学のcurriculumの 申に実用英語が確たる地歩

を占め るには、多 くの障害 を乗 り越 えねばな らず、長い時間 と地道な考究

とが必要であろう。

3.実 用 英 語 と実 務 英 語

PracticalEnglishに 実 用英 語 の訳 語 を与 えて い る主 な英 和 辞 典 は ・

三 省 堂CollegeCrown、 岩 波英 和 大 辞 典 、研 究 社 英 和 中辞 典 な どで あ る が 、

講 談 社 英 和 辞 典 は以 上 の 外 に実 用 と実 務 との 二 っ をpracticalの 訳 語 として

挙 げ て い る。実 用 とは何 を意 味 す るの か 、 さ らに実 用 英 語 と は何 か 、実 務

英 語 との相 異 は何 か 。定 義 も不 明確 で あ り甚 だ 不 安 定 で あ る。 こ の 問題 に

真 向 うか ら取 り組 ん だ の は 、大 修 館 「実 用 英 語 ハ ン ドブ ッ ク」 で あ る。 こ

の 序 章 に お い て 、 実 用 英 語 の定 義 の 困 難 を先 ず 述 べ 、 文 学 英 語 との 対 比 に

お い てornamentalEnglishは 別 と して も、 文 学 英 語 をemotiona1,ima-

ginativeな もの と限 定 す る こ との不 適 切 さを言 い 、factua1で あ る こ と は実

用 英 語 の独 占 物 で は な い こ とを も指 摘 して い る。 ま た新 聞英 語 を実 用 英 語

の 代 表 の一 つ と して具 体 的 に挙 げ、CurrentEnglishに 焦 点 を 当 て な が

らも、jOUrnaleSeやbuSineSSjargOnの ように特 殊 化 が極 度 に な る と、実 用

性 の面 か ら考 えてPracticalEnglishの 枠 を越 え る もの とす る 。 さ ら に実

用 英 語 の 性 格 を、「衣 食 住 に 関 す る特 殊 語 義 」「現 実 との か み合 い」「実 生 活 の

文 脈 」「専 門 語 使 用 の 利 害 」 な どの 項 に分 け、 具 体 的 に確 認 す べ く努 力 が 払
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わ れ て い る が 、結 果 は未 だ 十 分 読 者 に 理解 を与 え るほ ど に至 っ て い な い と

思 わ れ る 。厂実 用 英 語 ハ ン ドブ ッ ク」 の序 章 は 厂実 用 英 語 へ の 道 」 と題 して 、

第5項 にBusinessEnglishを 採 り上 げ て い る。 これ が この ハ ン ドブ ッ ク

の眼 目で あ り・従 前 の 説 明 は足 掛 りで あ る と も考 え られ る。実 用 とは 日常

的生 活 の中 で最 も関 心 の高 い経 済生 活 に関 連 す るもの とし、BusinessEn-

glishを 全 面 的 にexclusivelyに 記 載 の 対 象 と して い るか らで あ る。

BusinessEnglishはCommercialEnglishと 同 一 か 、 ま た は さら

にTechnicalEnglishの 一 部 を も含 ん で 、OccupationalEnglishの 一

分 野 を占 め る もの と考 え られ るが 、訳 語 に は実 務 英 語 ・商 業 英 語 な どが 当

て られ て い る。 上 述 の 説 明 か らBusinessEnglishは 実 用 英 語 即 ちPrac-

ticalEnglishの 一 部 で あ り、BusinessEnglishを 実 務 英 語 とす れ ば
、

実 務 英 語 は実 用 英 語 の 特 定 の 一分 野 を受 け もっ こ と に な る。

4.実 用 英 語 とPracticalEnglish

日 本 の 代 表 的 英 和 辞 典 がPracticalEnglishに 実 用 英 語 の 訳 語 を 与

え て い る の は 前 章 に 述 べ た 通 りで あ る 。 し か し 筆 者 の 狭 い 読 書 範 囲 に は 、

PracticalEnglishを 然 る べ きnativespeakerの 用 例 の 中 で 見 出

し た こ と が な い 。 斉 藤 秀 三 郎 のPracticalEnglishGrammarは

Practical十EnglishGrammarで あ り、PracticalEnglishUsageや

PracticalEnglishConversationも 同 類 で あ る 。 こ 丶 で 注 意 す べ き は 、

前 述 の 厂実 用 英 語 ハ ン ド ブ ッ ク 」 がPracticalEnglishHandbookの 英

文 タ イ トル を も ち 、 さ ら に 初 版 に お い て はAHandbookofPractical

Englishの タ イ トル を つ け て い た こ と で あ る 。 で き る こ と な ら ば 、APr-

acticalHandbookofBusinessEnglishに し て 欲 し か っ た と思 う。 類

似 の 例 を 拾 っ て み る と 、Apracticalacquaintancewithalanguage

(颱68孟e南3γd1Vεw1痂e7πa孟`oπa♂D♂c.)やapracticalknowledgeof

English(ShogakukanRandomHouseDic .)な ど が あ る 。

噺
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日本 独 自 の 知 的 環 境 を 、 日本 的 に 表 現 す る こ と に 反 対 す る な ど と言

うっ も り は な い 、 日本 製 英 語 が 幾 つ も英 語 国 に 逆 輸 入 さ れ て い る か ら

で あ る 。 し か しPracticalEnglishは 、 い わ ゆ る実 用 英 語 一 この表 現

も不 明 確 で は あ る が 、 一 の 外 に 上 記 「実 用 英 語 ハ ン ドブ ッ ク」 で触 れ

て い る よ うに正 則 英 語 を指 す 場 合 もあ るの で あ る。 斉 藤 秀 三 郎 のPrac-

ticalEnglishGrammar(1898)の 発 行 され た翌 年HenrySweetのThe

PracpialSJudyOfLanguageが 上 梓 され て い る 。Englishをspeech

と して 把 え 、学 習 法 お よ び教 授 法 と関連 してpracticalで な くて は な ら ぬ

と考 え る。これ を 具 体 的 に言 う と;

Agoodmethod・ ・・・・・・・・…mustbebasedonathoroughknowledge

ofthescienceoflanguage‐phonetics,sound-notation,thegram-

maticalstructureofavarietyofrepresentativelanguages,and

linguisticproblemsgenerally.(p.3)

(す ぐれ た 方 法 とは一 般 的 に言 っ て 、 言 語 科 学 す な わ ち 、音 声 学 、音 声 記

号 法 、 種 々 な代 表 的言 語 の もっ 文 法 上 の 構 造 、 そ の 他 言 語 上 の 諸 問 題 な ど

に つ い て 、 十 分 な知 識 を基 礎 に も って い な け れ ば な らな い 。)

英 語 の 音 声 的 側 面 に もっ と注 意 を払 い、 話 し言 葉 と して の 言 語 現 象 を

対 象 と して 、 研 究 す べ き こ とを説 い て い る。正 則 英 語 の唱 道 も同工 異 曲 で

あ ろ う。 これ は現在 、 英 語 教 授 法 で言 わ れ て い る 「聞 き方 」「話 し方 」「読 み

方 」「書 き方 」を総 合 的 に研 究 対 象 とす る こ と、特 に従 来 の 厂読 み 方 」「書 き方 」

偏 重 傾 向 に対 し補 完 的 に前 二 者 に注 意 を集 中 す る現 在 の状 況 に継 続 し発 展

を見 て い る と言 え るで あ ろ う。 この よ うに考 えて来 る と実 用 英 語 とは 、特

殊 英 語(specialEnglish)で は な くて 、英 語 学 習 のstandardと して 位

置 づ け され て い る一般 的 な基 礎 英 語 で あ る と も言 える 。

日 本 英 語 検 定 協 会 で行 な う 「実 用 英 語 検 定 試 験 」 は この よ うな 厂実 用 英

語 」 を対 象 と して い る。 日本 英 語 教 育 協 会 発 行 の 「実 用 英 語ABC」 は この

検 定 試 験 の準 備 用 で あ るが 、subtitleはTheABC'80fPracticalEn-

glishで あ り、 実 用 英 語 にpracticalEnglishの 訳 語 を与 えて い る。
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実 用 英 語 の 意 味 が上 述 の 通 り一 定 して い な い に も拘 らず 、practical

Englishを 便 宜 的 に訳 語 と して い るた め 、不 明 確 さが 倍 加 した と言 え る。

・practicalEnglishを 日本 独 自の 用 法 と して定 義 づ け、実 用 英 語 に 対 す る

専 門 用 語 な り と位 置 づ け る に至 っ て い な い か らで あ る。

5,Practicality

PracticalEnglishに お い てpracticalがadjectiveのrestrictiveuse

と し て 用 い ら れ る とす れ ばimpracticalEnglishと は い か な る も の か 、

practicalのantonymを 例 挙 す れ ば 、theoretical,speculative,ideal,

formal,imaginative,uselessな ど で あ り 、 こ の 中 で はimaginative=

literaryの み がEnglishのepithetと し て 使 用 可 能 で あ ろ う 。 所 謂 文 学 英

語 は 常 識 的 な 対 応 語 と して 本 稿 の 第2章 で 簡 単 に 触 れ た 。Practicalを

non-restrictiveuseと し て 見 る とpractical-usefulと 考 え ら れ る が 、

こ 丶 に 日 本 人 の 英 語 に 対 す る 態 度 を 見 る こ と が で き る と 言 え よ う。 私 な り

にusefulEnglishの 基 盤 を 探 っ て 見 れ ば 、

TheEnglish・ ・・・・…beingapracticalpeople,itispossiblethat

theymighthaveachievedtheirobject・(OED)の よ う にpractical

peopleと し て 英 国 民 が 日 本 人 に も理 解 さ れ 、 明 治 初 期 の 英 語 は 当 時 大

へ

茱帝国の国語であるこζの認識にた って、practicalな 目的や用途の裏付

け を もっ て いた 。 英 語 は即practicallanguageで あ りnon-restrictive

epithetと してpracticalEnglishが 日本 人 に用 い られ るよ うに な った の

で は な いか 。 太 平 洋 戦 争終 結 の 直 後 に も同 様 な英 語 熱 が吹 き荒 れ た こ と

は衆 知 の 事 実 で あ る。 従 って米 英 人 に と って はpracticalEnglishが 奇妙

に 響 き、nOn-restrictiveな 意 味 で はnOnSenSeと 感 じ、reStriCtiVeな

用 法 と してliteraryEnglishに 対 置 す る意 味 で の み 、彼等 は理 解 し得 るの

の で あ ろ う。 我 々 が 「有 益 な 日本 語 」 とい う表 現 を耳 に した場 合 を考 えて

見 れ ば 、 この こ とが さ らに明 瞭 に な る。Restrictiveepithetと してpra一

/
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cticalが 用 い られ た 例 に、practicalarithmetic,practicalchemistryが

あ るが、 それ ぞ れ 実 用 算 数 ・応 用 化 学 として定 義 が 確 定 して い る。 日本 の 発 展

の 特 定 時 期 に英 語 万 能 が 信 奉 され 、 これ が英 語 は役 に立 っ もの な り・ と し

てnon-restrictiveな 意 味 でpracticalEnglishの 発 生 を 見 た と考 え ら

れ る。 従 ってpracticalEnglishは ま こ とに 日本 的 発 想 に基 づ く と言 え

るで あ ろ う。

明 治 初 期 に実 用 主 義 を 日本 に ひ ろ め た の は 申す ま で もな く、 福 沢 諭 吉 で

あ る が 、 これ は功 利主 義 と訳 出 され たutilitarianismに 他 な らな い。Pra-

cticalで あ るの は能 率 的 に経 済 的 利 益 に結 びっ くこ とで あ った ・utilita-

rianismの 一 側 面 を強 調 しす ぎた感 は あ るが 、論 理 的 に は 当 然 同一 線 上 の

観 念 で あ る。産 業 の 発 展 と経 済 の伸 長 は この た めに 一一層 促 進 され・ 現 在 の 日

本 の 経 済 的繁 栄 に何 等 かの形 で 、大 きな影 響 を与 えてい る。 しか しpractical-

ityに 対 す る信 奉 は そ の 行 き過 ぎ もあ りmoralityやhumanityへ の 考 慮 か

ら当然 反 撃 を受 けね ば な らな か っ た 。傅 統 的 な士 農 工 商 の階 級 意 識 の 残 滓

が 、 キ リス ト教 的 な新 しい 精 神 主 義 と混 合 して 、 実 用 主 義 に立 ち 向 った 。

英 語 は 実 用 主 義 に 沿 い経 済 的 発 展 を約 束 し、 効 果 を挙 げ る原 動 力 の一 つ で

あ った が 、 こ の英 語 が 同 時 に新 思 想 、 新 文 化 を導 入 し、 日本 人 を西 欧社 会

に な じませ る こ とに な っ た 。 大 学 に お い て は 当 然 の こ とな が ら、 後 者 の 英

語 が 追 求 さ れ 、 思 想 内容 を性 急 に理 解 せ ん と し た結 果 が 、 教 養 英 語 、時 に

は所 謂 変 則 英 語 の 出 現 を招 くこ とに な った 。 教 養 英 語 もや は り定 義 が不 明

確 で あ るが 、 これ は次 第 に 学 校 英 語 と して 定 着 した と い え るで あ ろ う。

PracticalEnglishに お け るpracticalの 意 味 は 上 述 の よ うにrestrict-

iveで あ れnon-restrictiveで あ れ 、 十 分 こな れ て い な い の で あ るが 、 さ

ら に こ れ を複 雑 化 す る要 素 と して 、practicalが 方 法 論 に深 い 関 わ り を も

って 用 い られ た と い う こ と で あ る。HenrySweetのThePracticalStudy

… 然 り
、Saito'sPracticalEnglishGrammerも 同 類 で あ る。 英 語 の教

授 法 や 学 習 法 にpracticalは 一 層 よ く密 着 して い るか らで あ る 。
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6.Curriculumの 中のPracticalEnglish

PracticalEnglishは 何かとい うimpractica1な 問題 に深入 りせ ざる

を得な くなった理由は、わが英語英文科のcurriculumの 中に実務英 語 を

もっているか らであ り、実務英語の定義を明確 にするため、直接関係 あり

と思 われる実用英語、さらに双方 と相関的に用いられるpracticalEnglish

を検討 しようとしたのである。

巷間 「学校英語は役に立たぬ」「役に立っ英語を教 えろ」 との声を聞 く。

こ丶で 「役 に立っ」はpracticalと 関わ りをもっ ことになるが、この意味

では前述の正則英語、音声面 にもっと注意 を払 う英語、会話 を中心 とした

英語が脚光 を浴びることになる。 しか しこれは正 しい英語教授法において

は、「聞 き方」「話 し方」 に もっと力を入れて、「読 み方」厂書 き方」偏重を排せ

よとの意見が唱道 されて既に久 しく、 これに沿った努力 も積み上げられて

いる。ただ未だ実効が期待 される程上がっていないと言 うのが実状であろ

う。役に立たないという批判者側から、教材が文学 的作品 に傾 き過ぎるとの意

見がある。しかしこれは大学の文学部以外の部科において言われる時には、

相当の理由があるに違 いないが、 こ1で は短大の英語英文科を中心に話を

進めているので、 この批判は別途考究の対象とすることにする。むしろ短

大英文科においては、世俗的見解の一部に短大=花 嫁学校があり、茶道 ・

生 け花の同類の中に入れ られる教養英語が問題であろ う。英文学的知識は

もっていて も、英語の読解力 ・発表力が弱 く、翻訳で読んだ作品につ いて

日本語で論文発表を行 なっている例を見聞する。この問題に関 しては、 さ

らに英語教育 とは何かを問わねばなるまい、それは技能教育なのか、人間

教育なのか、冒頭 に記述 した短期大学設置基準か ら文言 を検討すれば、上

記 の双方を同時に目的 としなければな らない。翻訳 による作品の鑑賞や批

評 は、それが日本語の翻訳な らば日本語の作品の鑑賞ではあって も、英語

とは直接の関係がないと言わなければならない。英米文学作品は英語で表

現 されたものであり、英語を通 じてでなければ鑑賞 も批評 もで きるはずが

7
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ない。 この際文学作品 と言 うとliteraryEnglishを 連想 し、practical

Englishと 対置 して考 えるのは、余 りにも形式的であ り、「実用英語ハ ンド

ブ ック」 も指摘 している通 り、literaryEnglishか ら音声要素 を排除 し

て了 えば文学はそのessenceを 失 うことになろう。変則英語が行 なわれて

いた時代には、文学作品の鑑賞 も不十分であったと言 うべ きである。英語

英文科における教養英語 とは、学習者が英語 という媒体を通 じて文学作品等を

理解 し、その背景 にある社会の文化的様相 を知 り、その中で生活する人問の姿

を見て、人間を含む社会の価値体系を学習者 自身 が樹立するのに役立たね

ばならない。 さらに英語 は文化を傅 える媒体であると同時に、文化 その も

のであるとい う側面をももっている。

短大における教養英語 をこのよ うにして見て くると、実用英語の一面であ

る正則英語 をも当然包含することになって来 る。英語その ものが文化であ

り、言葉の形 と意味 とを深 く考究して行けば、人間の営みその ものに哲学

的に触れて来 ざるを得ない。教養英語は形式的な茶道や生 け花 と同一視 さ

れ るべ きではない。 もちろん花嫁学校 ・茶道 ・生け花 もそれぞれその理想

像を もっているはずであり、こ㌧ではその理想像 を対象にするのではな く、

く、世俗的な意味で採 り上げているのである。教養英語 も本来のapproach

には 「聞き方」「話 し方」F読 み方」「書 き方」が何れ も必要であり・ この点

では実用英語 との差 は殆 どないに等 しい。本稿の始めには、実用英 語 と教

養英語 との差異に注目したが、あるべ き姿 を追求 している間にその差異 は

狭 ま って来たように思われる。しか し差異の埋 め切れない側面 もある。

BusinessEnglishと しての実用英語(実 務英語)が 一っ、 さらに前に も

触れているように、教養英語の内容重視 と、実用英語の形式尊重 との隔た

りである。BusinessEnglishは 英語一般の知識の他に、businessの 知

識 をも必要 とす る。 しか もbusinessの 範囲は広 汎でその種類は多岐にわ

た り、各分野 に細分化す ると、それぞれspecialEnglishと して独立す

るが、specialEnglishの 種類は数 え切れない。代表的な もの として貿

8
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易 を 中心 と したcommercialEnglishが 登 場 す ることにな る。 た び た び引 用

し た 「実 用 ハ ン ドブ ッ ク」 が 結 局 実 用 英 語 の 標 題 の もとにbusineSS(com一
や

mercial)Englishを 記 述 す る こ とに な った の も、 故 の な い こ とで は な い。

次 に思 想 感 情 の 理 解 鑑 賞 を 中 心 とす る教 養 英 語 に 対 して 、 言 語 型 式

(sertencepatternと 一 般 に呼 称 され て い る もの を 含 む)に 注 意 を集 中 す

る実 用 英 語 は 、 わ が 短 大 に 於 て そ れ ぞ れ 「英 文 演 習 」 「英 語 演 習 」 の 名 称 で

単 位 を分 っ て い る。 当 を得 た もの と言 うべ きで あ ろ う。

実 用 英 語 を技 能 教 育 と人 間 教 育 との 面 か ら考 えて見 る と 、 多分 に 前 者 と

の 関 わ り合 い が 大 きい と思 わ れ る 。 ピァ ノのleSSOnや ス ポ ー ツ のtrain.

ingタ イ プ タ イ タ ー や珠 算 のdrillな ど 、 い ず れ も技 能 教 育 に 不 可 欠 の

もの で あ り、 繰 り返 し を続 け る こ とに よ り、 身 体 で 会 得 す る こ と を 目標

と す る が 、これ がpracticeと いうもの で あ る。 英 語 教 授 法 の 中 にpractice

は 不 可 欠 要 素 として 採 り上 げ られ るの は 当 然 の こ とで あ り、 そ れ 故 に

英 語 は技 能 教 育 の 見 地 か ら も考 え られ る 。practicalEnglishは ここで もま

た 、教 授 法 とい う方 法 論 との 関 わ り合 い を もつ の で あ る。Lesson,train-

ing,drillな どのpracticeは 技 能 習 熟 と結 び付 い て い る の は上 記 の通 り

で あ るが 、 そ れ は 同時 に教 育 で もあ る こ とを 忘 れ て は な る ま い。 技 能 の 修

得 に 加 えて 根 気 や 柔 軟 な 適 応 性 な ど が 、涵 養 さ れ る こ と を知 るべ きで あ

る。HenrySweetもmind-trainingの 具 と して の 語 学 学 習 を認 め て い る。

教 育 は人 間 を対 象 に行 な わ れ るの で あ るか ら、人 間 教 育 の 面 を含 ん で い る

の は 当然 で あ る。人 間 教 育 とい う場 合 、 知 育 よ り も徳 育 に 焦点 が 合 せ られ

る が 、英 語 教 育 の 中 に於 て は 、 技 能 教 育 と人 間教 育 の 両 者 が 併 行 して実 践

され る 。 さ らに言 えば 技 能 修 得 の 過 程 に お い て人 間 教 育 が実 践 可 能 で あ る 。

PracticalEnglishは こ の よ うな視 点 に立 っ と、curriculumの 専 門 教 課 す

べ て が 、practicalEngIishに な っ て し ま う。 わ が 短 大英 語 英 文 科 の

curriculumが もつ 厂実 務 英 語 」は こ の点 を考 慮 に 入 れ て 、businessEng-

lishま た はspecialEnglishと し て取 り扱 うべ きで あ ろ う。 そ してspe一
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cialEnglishの 範囲を 厂実用英語ハ ンドブック」が示すよ うに、「衣食住

に関す る特殊語義」「現実との かみ合い」「実生活の文脈」などを考慮に入れ

決定すればよいのではなかろ うか。

7.お わ りに

実用主義 が経済の伸長に貢献 したことは間違いな く、 この道 に沿 って

成功 した人を実業家 と呼んでいる。戦前 フランス文学の泰斗で、名随筆家

とも言われた故辰野隆博士の言葉に 「われは虚業の徒な り」が あったこと

を記憶 している。実業人に対する皮肉と学問に対す る謙虚 さが同時に伺 わ

れ る言葉である。実業人には金銭 で表現 される現世的な欲望 を追求す るだ

けで、人間の精神的側面を等閑視す る者が多 く、実用英語ないしpractical

Englishは そのような目的追求に役立っ道具立ての一つのよ うな印象を人

に与 えがちである。短大が職業専門教育の中に実用英語 を登場させれば、

どうして もこの側面にのみ光が当って しま う。英 語教育に は職業専門教

育の線 に沿った、技能 としての英語修得 と、技能修 得過 程 における習練

の教育的効果 と、英語の背景 にある文化社会 的知識 による国際的理角敢

さらには全人類的把握があることを考 え、practicalEnglishを 大 きな

perspectiveの 中で理解す るようにしたい。Practicalityの 信奉者 と

academismの 擁護者 とか、対立 し合 うことな く、相互補完的に協力するこ

とがで きるな らば、学校英語が実用英語 として立派に通用 し、実用英語 も

academismに 洗練 されて、よ り美 しく、人間の心を運ぶ言語 として発展

す るのではないか。PracticalEnglishは 日本的発想 と言 ったが、 この

よ うな意味で発展す ることが最 も望ま しいと考 える。 この考 え方 は実業界

と学界 とが相互 に門戸を開いて、人的交流を行な うopenuniversityに

発展す る夢につながるものである。真のpracticalityを 支えるものがpra-

cticalEnglishで あって欲 しい。Practica1で あることは、方法論的に高

能率な もの、効果的な もの、との側面があ り、現在能率主義 を推進 しす ぎ
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た 結 果 と して 、 人 間 不 在 の 高 度 成 長 が 実 現 し、 能 率 主 義 に 対 す る反 省 が 強

く打 ち出 され て い る こ と を考 え、 特 にpracticalityと の 関 連 の 中 でPra-

cticalEnglishを 見 た の で あ る。
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